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Baggioらの方法(BaggioB et al. :New Engl J Med 314:599-604， 1986)では、赤
血球膜内の諸物質に干渉を受ける可能性があるために、赤血球ghostcell作成を
試みた。リン酸緩衝液下に洗浄後、 50mOsm低張液中にて高速遠沈した後、 pH7.4、
摂氏30度にてre-ceilingさせghostcellを作り、その形態を蛍光顕微鏡下に観察
し、良好なghostcellの形態を確認した。また、ブドウ糖を使い赤血球膜の安定
性も確認した。われわれは、先のラット腎刷子縁膜小胞を用いた実験において、
蔭酸輸送は温度依存的に行われる部分と、温度非依存的に行われる部分があるこ
とを証明し、前者はcarrierを介した輸送機構であることを確認した。
そこで、上記の方法で‘ghost化した赤血球股においても同様な動態をとるものか
をみるために、蔭酸をはじめとする陰イオンの輸送(fluxrate)につき、種々の条
件下に検討した。まず、赤血球内外に除イオン勾配〈赤血球内 C1イオン濃度>
外C1イオン濃度)下における蔭酸の取り込みを測定した。反応の終了は腎刷子
縁膜小胞にて行った、 millipore急速滅過法および遠心沈澱法にて行った。本法に
てghost化した赤血球への蔭酸の取り込みの測定は可能であるが、この実験手技で
は極々の修飾が加わり複雑な操作を要するために、臨床応用は困難と考えられた。
次にBaggioらの原法に準じてfluxrateを測定してみた。本法では、より生理的
条件下での蔭酸輸送担体の機能測定が可能であるが、平衡定数を求めるために、
最長24時間までの測定が必要である。手技を簡便化するために遠心沈澱法で赤血
球をsolutionと分離することにより反応を終了させた。沈被赤血球を直接シンチ
レーションカウンターにて比放射能を測定した。 Solution中の蔭酸量を同じく比
放射能の測定により求め、別に測定した赤血球浮遊液のへマトクリッ卜値から、
? ?
赤血球内に取り込まれた穫酸量を算出した。
本実験の問題点は、反応速度が急速なため、 oOCで実験を行う必要があり、目
的とする蔭酸輸送担体の機能が測定されていない可能性があること、採血から測
定まで種々の環境、異なった条件で保存された赤血球を用いた実験では再現性の
あるデータが得られないことが明らかとなった。
今回のー述の研究では、当初の予想に反して期待された結果が得られなかった。
本領域のリーダーシップをとっているBaggioらのグループ、 M恥i怜e釘叩n∞lωO∞nらのク
ずれからも新しい知見の報告はない。
しかし、ヒト赤血球牒を用いて蔭酸など諸物質の輸送機能を知ろうとする試み
は、生理的条件の保持や測定の簡便化等、解決されるべき問題も多いが、分子生
物学上避けては通れないものと思われる。
一方、エチレングリコールと合成活性型ビタミンDを用いたラット穆酸結石モ
デルによる結石発症の機序を電顕的観察により、経時的に追求したが、本モデル
では、実験開始第l週目より腎尿細管上皮の変化をみることが明らかになった。
今後さらに、赤血球膜の蔭酸輸送の変化もみられるか検討を要する。
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